
子育て環境の充実に向けて
【上久堅小学校】
令和８年度は「飯田（ここ）で育ってよかった・
育ててよかったと実感できるまちづくり」を
重点的に進め、給食費の補助などを行います。 
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特集：令和８年度 主な取り組みと予算特集

図書館と美術博物館を「こどもの居場所」として位置付け、赤ちゃんや小さなこどもが声を出しても気兼ねなく
過ごせる「こどもタイム」を設定します。

令和８年度は、信州大学が進める光触媒技術による水素実証の一環として、
エス・バードへの水素生成パネルの設置が予定されています。これらの取り
組みを踏まえ、信州大学をはじめとする大学、企業、関係機関などと連携し、
地域における水素利活用の可能性や事業化に向けた検討を進めます。

こどもが使用する施設の整備、保護者負担の軽減など、子育てしやすい環境づくりに取り組むとともに、こどもや
子育て世代の皆さんの視点から、こども自身が安全に楽しく過ごせる居場所づくりを目指します。

●子育て環境の充実に向けた取り組みの推進 …… ３０億４,５１２万円

思いきり遊ぶ親子交流施設の整備を検討
雨天や猛暑でも思いきり遊べる親子交流施設の整備を検討する市民会議を創設します。市民会議では、子育て世代
や地域住民、専門家などの多様な意見を取り入れながら、新たな施設の基本構想の策定を進めます。

学校給食費の保護者負担を軽減（小学生は実質無償化）
民間保育施設の給食・副食費を支援
新しい共同調理場を整備（令和７年度補正予算 第９号）
小中学校体育館などへ空調設備を設置（令和７年度補正予算 第９号）
放課後児童クラブなどのトイレや設備を改善　

飯田で育ってよかった・育ててよかったと実感できるまちづくり

●「こどもタイム」 の推進 …… ６３万円

●学校部活動の地域クラブ活動への展開の推進 …… ２,４９３万円
●飯田学園構想の推進 …… ７５８万円

●架線集材事業への支援による森林整備の促進 …… ６２９万円
●持続可能な経営支援の推進 …… ３,４５３万円

地元企業しごと発見イベントの開催
働きやすい工場づくりを支援
脱炭素経営を推進する中小企業を支援

●二次交通による南アルプスエコ登山の推進 …… １,１１９万円
●しらびそ高原地域を星空保護区に …… ５０９万円

●水素エネルギーの利活用推進 …… ６５０万円

脱炭素社会の推進と魅力ある産業創出令和８年度　主な取り組み

主な取り組みと予算
～目の前の地域課題の解決と「１０年先」を見据えたまちづくり～

令和８年度は、「いいだ未来デザイン２０２８」後期計画４年間の２年目となり、計画の総仕上げに向
けて着実に歩みを進めていく年となります。
いいだ未来デザイン後期計画の基本理念に掲げる「人口減少の緩和と適応」を基軸に、目の前の
地域課題の解決と１０年先を見据えたまちづくりの２つの視点に立ち、国の補正予算も活用して、予算
を編成しました。
今月の特集では主な取り組みと予算の概要を紹介します。

◉問い合わせ／財政課　内線２１３１※主な取り組みの詳細は市ウェブサイトをご覧ください

令和8年度

１１６０９４

新しい共同調理場完成イメージ

ゆいすぽ（スポーツ体験フェスタ）

こどもタイムのイメージ

光触媒によるソーラー水素製造システムの
実証実験デモンストレーション装置

しらびそ高原から見た星空

こ こ
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特集：令和８年度 主な取り組みと予算

移住定住の推進、共創人口の創出に向けて、二地域居住の推進や都市間に
おける住民同士の交流を促進し、「選ばれる地域」を目指します。

市民の皆さんが安心して暮らせる環境を整備するため、クマが出没した際の迅速な対応体制を構築し、クマを
寄せ付けないまちづくりを地域全体で促進していきます。

妊婦と生まれてくるこどもが健康に暮らしていけるよう、ＲＳウイルス感染症ワクチンの定期接種や妊婦歯科健
診、助産師や保健師による相談支援を実施し、妊娠期からの健康管理を推進します。

救急医療を担う医療機関の経営や身近な診療所の継承・開業を支援し、
市民が安心して医療を受けられる環境づくりを進めます。

２０２８年度中の一部供用開始に向け、駅前広場の駐車場および広場の造成工事、周辺の道路整備を行います。

２０２７年度のオープンに向けて管理人やガイドの育成を行います。

桜並木保全のために車道を片側１車線にし、歩行者の憩いの場
所を創出します。

文化活動継続のため、「新しい文化会館の整備に関する基本構想」を踏まえ、経年劣化による施設設備の不
具合が発生している飯田文化会館の長寿命化を行います。

二地域居住推進拠点の整備、二地域居住コーディネーターの設置
飯田市結い保険
「未来のご近所」東京都品川区の皆さんを対象にした保険。加入者に対し、通常時は
市の産品の送付や体験ツアーを実施し、災害時は宿泊場所を無償提供します。

●都市と地域を結ぶ交流の促進 …… １,４６０万円

●中山間地域における住まいの確保 …… ２,０００万円
●人口安定化の取り組み（２０地区田舎へ還ろう戦略） …… １,２３９万円
●地域のつながり促進 …… ２６６万円

●計画に基づく準用河川の適正な維持管理 …… １億１,７５８万円
●緊急輸送路の路面下空洞調査 …… ２,５００万円
●運転免許証自主返納者の公共交通利用支援 …… ８６６万円
●風越公園の再整備 …… ２,４５０万円

誇りと愛着を持てるまちづくり

●飯田市こども発達センターひまわりの整備 …… １,１７６万円
●福祉・介護事業所への支援 …… １,０８１万円
●歯っぴー歯科健診 …… ４２３万円

●妊婦と生まれてくるこどもへの健康増進のための支援 …… ２,６３３万円

●地域医療を支える医療機関への支援 …… １億４,５１４万円

誰もが活き活きと健康に暮らし続けられるまちの実現

●リニア・三遠南信道時代を見据えた各種土地利用計画の見直し …… ２,７６６万円
●企業誘致に向けた新たな産業用地の整備 …… ９億４,９６１万円

飯田山本インター産業団地（仮称）の整備
座光寺地区産業用地候補地の検討

●リニア駅周辺整備 …… １０億６,９８４万円

●ごんが歴史交流館の開設に向けた取り組み …… １,１２８万円

●桜並木の再整備 …… ５,２７０万円

●飯田文化会館の長寿命化 …… ３億５,８００万円

未来に向けた基盤整備

防災士の育成
地震被害想定調査に基づく地区防災計画の見直しを支援
災害時の情報孤立集落への対策
耐震シェルターなどの設置を支援

●クマ出没対策の強化 …… ３７２万円

●地域防災力の強化に向けた取り組みの推進 …… ９１９万円

りんご並木を舞台にした
「SBC制作／世界に向けた映画製作プロジェクト」への協力
飯田の魅力を再発見する「イイダのイイネ！」の実施

●地域の魅力発信の強化 …… ２,６９７万円

安心して暮らせるまちづくり（災害への備え）

二地域居住推進拠点のイメージ

りんご並木

飯田山本インター付近に産業団地を整備

ごんが歴史交流館災害で崩れた河川の護岸

クマ生息地域区分のイメージ図
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特集：令和８年度 主な取り組みと予算

市債残高の推移

財政調整目的基金の推移

（※２）
返済時に全額交付税措置され、実質的に市の負担がない
臨時財政対策債を除きます。

（※１）
①財政調整基金、②減債基金、③公共施設等整備基金の
ことをいいます。

財政調整目的基金（※１）
●指標：２７億円程度確保

一般会計地方債の残高
●指標：３００億円以内に抑制（※２）

災害復旧などの急な支出に備える貯金

公共事業の財源として市が借りる借金

基　 金

市　 債

当初予算の概要 一般会計当初予算の内訳

一般会計

５５６億４,０００万円
（前年度比－０.８％）

特別会計

５３４億６,７００万円
（前年度比＋４.９％）

５５６億４,０００万円

５５６億４,０００万円

令和８年度の一般会計当初予算は、前年度（令和７年度）に次ぐ過去２番目の予算規模となりましたが、
国の一次補正予算を活用した令和７年度補正予算（第９号）で計上した小中学校体育館などへの空調整備
や新しい共同調理場の整備などハード整備を含めた１３カ月予算で見ると、５９５億６４８２万円余（前年度比
＋６.２％）となり、過去最大の予算規模となります。
物価高騰の影響による施設の維持管理や委託料、人件費などの経常経費、老朽化した公共施設の維持・
更新にかかる投資的経費、社会保障関係費や金利上昇により公債費（利払い費）が増えたことが予算規模
増大の要因となっています。

基金残高の減少、地方債残高の増加には危機感を持っています。事業の選択と集中、効率化を図り、限られた財源
の中でも必要な投資ができるよう、健全で持続的な財政運営に努めます。

基金残高と市債残高の推移

歳出
（支出）

歳入
（収入）

一般会計地方債特別会計地方債

R５（決算） R６（決算） R７（見込） R８（予算）（年度）

（億円）

R５（決算） R６（決算） R７（見込） R８（予算）（年度）

（億円）

※百万円未満四捨五入
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69億
１,７００万円

６９億
５００万円 52億

９,２００万円 ３６億
７,５００万円

２０９億
９,３００万円

２４０億
５００万円

３０７億
６００万円

３２５億円
５,４００万円

２７２億
９００万円

２５６億
３,５００万円

２５３億
４,２００万円

２５７億
１００万円

歳入合計

歳出合計

市税
１４１億６８００万円（２５.５％）

譲与税・交付金等
４４億３３００万円（７.９％）

地方交付税
１２５億円（２２.５％）

分担金および負担金
１億８１００万円（０.３％）

国庫支出金
８４億２００万円（１５.１％）

県支出金
３８億９６００万円（７.０％）

繰入金
２３億２５００万円

（４.２％）

諸収入
３１億３９００万円（５.６％）

市債
４５億７８００万円

（８.２％）

その他
２０億１８００万円（３.７％）

総務費
６６億７２００万円（１２.０％）

民生費
１８８億２２００万円
（３３.８％）

衛生費
６２億１３００万円
（１１.２％）

労働費
２億９００万円（０.４％）

土木費
５８億３００万円（１０.４％）

商工費
３７億１７００万円（６.７％）

農林水産業費
１７億４５００万円（３.１％）

消防費
１３億９１００万円（２.５％）

教育費
６１億円（１１.０％）

公債費
４５億６３００万円（８.２％）

その他
１億３４００万円（０.２％） 議会費

２億７１００万円（０.５％）

6 広報いいだ 2026.4



特集：令和８年度 主な取り組みと予算
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市公式SNSでも市内の出来事やイベントなどを配信しています。
ぜひご覧ください。

Instagram

QRを
スキャン

地域産木材を活用して建設する木造大屋根につ
いて、実施設計業務のデザイン監修をした建築家の
北川原 温さん（飯田高校卒）などが、木材を使う意
義や設計上の配慮、維持管理の方法を講演しました。

上久堅出身の箏奏者、稲垣佳代子さんによる箏の
授業を上久堅小学校で開催しました。児童たちは初
めて見る箏に興味津々で、箏の素材や重さ、音が出
る仕組みなどをたくさん質問していました。

こどもたちの「なぜ？」や「～したい」を出発点に、
地域の人などと一緒に取り組んだ探究活動の成果を
共有し、参加者同士が対話しながら、自分やふるさと
の未来をえがく時間となりました。

日本の古典楽器
箏の魅力を伝える

飯田市みらい創造教育
推進フォーラム

飯田リニア駅前広場
木造大屋根講演会

飯田の魅力を集めた
「イイネ！」動画を公開

２月１５日に鼎公民館で開催し、各地区の取り組み
について共有し、今後の地域活動について考えまし
た。公民館委員をはじめ、高校生や若者も参加し、地
域とどのように関わりたいか意見交換しました。

「猿庫の泉」は古くから茶に合う名水とされ、５月か
ら１０月の間は毎週日曜日に野だてもしています。初
釜茶会には地区役員など約７０名が参加し、名水でた
てられたお茶を地元の和菓子と共に楽しみました。

第６３回飯田市公民館大会
わたしたちの公民館

名水「猿庫の泉」で味わう
初釜茶会

飯田の魅力再発見事業「イイダのイイネ！」に応募
があった「イイネ！」の要素を盛り込んだ動画を、イン
スタグラム（@iida_promotion）と市公式YouTube
で公開しました。

市公式YouTube

今年度から本格化する信州大学のグリーン水素研
究に関する講演会を、エス・バードで開催しました。信
州大学の堂免教授と環境省の長谷川室長を講師に、
人工光合成技術を用いた研究について学びました。

全国の大学生約２,７００人が所属する学生ボラン
ティア団体「IVUSA」が、鈴岡城址公園などで地域
団体や高校生と活動している竹林整備について、進
ちょく状況や今後の課題について発表しました。

世界最先端の研究が南信州で展開
グリーン水素講演会

竹林整備を行う学生団体が
活動状況を報告

あつし

こと

各地区の実践者によるパネルディスカッション

発表する中学生会場とオンラインを合わせて約２８０人が聴講
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掲載されるのが４月号であることを思うと
若干躊躇しながら書きますが、ミラノ・コル
ティナ２０２６冬季オリンピック、とりわけフィ
ギュアスケート「りくりゅう」ペアの演技には
感動しました。ショートプログラムでミスをし
て失意のどん底にあったところから立ち直っ
てのフリーの演技は、解説者の「宇宙一」と
いうコメントのとおり、観ている者の魂を揺さ
ぶるものでした。
冬季オリンピックのフィギュア競技で思い

出すのは、サラエボ・オリンピック（１９８４）
のアイスダンス「ボレロ」。当時の私は、ジャ
ンプで選手が転ぶのを見るのが嫌でフィギュ
ア競技はあまり好きではありませんでしたの
で、たまたまついていたテレビを見たのだと

思うのですが、その演技に本当に感動して、
その後長く「ぜひもう一度見たい」と思って
いました。
インターネットが普及した後は、検索すれ
ば当時の映像が見られるようになったわけで
すが（「アイスダンス　ボレロ」で検索すると
出てきます）、今回りくりゅうペアの演技に感
動したのをきっかけに久しぶりに観てみまし
た。画像が粗いことなどものともしない素晴
らしい演技。当時の感動がよみがえりました。
ちょうど、今年のオケ友名曲コンサートで
はボレロ（ラヴェル）が演奏されます。旭ヶ丘
中学校在籍の熊谷謙志さんをソリストに迎え
てのヴァイオリン協奏曲（サン＝サーンス）と
ともに、楽しみにしたいと思います。

ボレロVol.５９

黄疸って？？

黄疸というのは、皮膚や白目が少し黄色く見える状
態で、中には体質の方もおりますが、体のどこかに負
担がかかっているときに現れるサインの場合がありま
す。黄疸では血中ビリルビンの増加により尿が濃い茶
色や褐色になったり便が白くなることがあります。多く
は肝臓や胆のう、胆管や膵臓といった臓器の疾患が
関わっており、とくに胆管がんや膵がんでは、初期に
はほとんど症状が出ないため、黄疸が最初の気づき
になることがあります。
ただ、黄疸が出る段階では病気が進んでいることも
少なくありません。先日、厚生労働省から発表された
がん５年生存率は膵臓１１.８％、胆のう・胆管２３.０％
とまだ低く、早期発見の難しさが大きな課題です。
肝臓がんについては、Ｂ型・Ｃ型肝炎の治療が進歩

し、適切にフォローすることで発症を防げる時代になっ
てきた半面、飲み過ぎや肥満、糖尿病は脂肪肝を進
め、将来の肝がんのリスクを高めると言われています。

生活習慣を整えることは、がん予防に直結する身近な
取り組みです。
さらに、腹部超音波検査や血液検査、内視鏡検査
などを定期的に受けることで、症状が出る前に異常を
見つけることができる可能性があります。黄疸は体か
らの「気をつけて」というメッセージです。
気になる変化があれば早めにかかりつけの医療機
関に相談し、日々の生活と検診で、病気をできるだけ
早く見つけていきましょう。

消化器内科
平 林 正 裕 医師

ちゅうちょ

おうだん

肝臓
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